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はじめに
 
 
これまで、同種の資料二種について、考察を重ねてきた。すなわ
ち、左記のとおりである。
 
①
 『通常物図解便覧』 （明治九年） の語彙とその性格――付、語彙索引――『学海』第十八号
 
 
上田女子短期大学国
語国文学会
 
二〇〇二年三月
 
②
 『通常物図解問答』 （明治一〇年）の語彙とそ 性格――付、語彙索引――『上田女子短期大学紀要』第二十六号二〇〇三年一月
 
 
今回、 さらに標記の資料を入手したので、 考察を深めていきた 。
ついては、語彙分析の部分が、ある程度の分量になるので、本稿では、まず、本文と語彙索引を提示することとする。
 
 
 
資料の紹介
 
 
書誌的事項を以下に示す（図版参照） 。
 
 
 
『通常物懸図教授法』 （明治一一年一二月刻成発売）
 
 
 
 
 
編集人
 
大月疇四郎
 
 
 
 
 
出版人
 
川又定蔵（三春書林
 
福島県下田村郡三春町）
 
 
見出しに内表紙。本文一七丁。一七丁裏に、刊記。和装タテ二二
 
・五×一五・二㎝。濃紺色表紙。
 
 
懸図を見開きで示した後に、各語 解説を見開きで行っている。
懸図は、全八枚。一図に収録の語は、二五語。よって、合計二〇〇語の解説を示している。
 
 
以下に、語彙索引を示すが、凡例は、前記拙稿に準ずる。すなわ
ち、五〇音順で、異体字も可能な限り活字化する。
 
 
《 翻刻・ 索引》
 『 通常物懸圖教授法』 （ 明治一一年）
 
 
 The text and a words list of TSUZYOBUTSU-KAKEZU-KYOZYUHO(1878). 
大
 橋
 敦
 夫
 
Ohashi Atsuo 
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▼一丁・裏
 
 
 
編纂者・福島師範学校教頭 榧木寛則 
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▼二丁・裏
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 ◆『通常物懸図教授法』 （明治一一年）語彙索引◆
 
 
■ア行
 
アハ セ
 
イケス
 
イシウス
 
イトグル マ
 
イネカケ
 
イネコ キ
 
ウス
 
ウツ バリ
 
 袷
 
籞
 
磑
 
紡車
 
喬杵
 
拖杷
 
臼
 
梁
 
 表と裏との絹
キヌ
を縫
ヌヒ
合せ温
ワタ
袍イレ
の暖
アタタ
か過
ス ギ
るとき着
キ
る衣服なり（ 六）
 
竹を以て篭
カゴ
を編
ア
み此中に生
イキ
魚ウヲ
を入れ置き河或は海水の中に沈め種々の魚を貯
タクハ
へ 置くものなり又板
を以て造れるもあり（ 七）
 
石にて二面を重ね上皿を挽
ヒキ
回マ ハ
せば下皿の静
シヅ
にすると軋轢
キ
シ
りて穀物等を粉末
コ
 ナ
になすなり（ 三）
 
臺ダイ
は木にて造り車を竹にて造り把
トツ
手テ
を回
マ ハ
して紡錘
ツ
 ム
に糸を巻付る為の道具なり（ 四）
 
枝のある木を切り両方に立 或は二三本の木を結合せて臺
ダイ
となし之に木竹等の竿
サヲ
を掛
カケ
て刈
カリ
穂ホ
をかけ
晒サラ
す為のものなり（ 三）
 
木に鉃の歯
ハ
をならべ 木の足をつ け稲
イネ
麦ムギ
などの穂
ホ
を扱
コ
くに用ゆるものなり（ 三）
 
大なる圓
マ ル
木キ
の切口 凹
ナカクボ
くほり之に穀物
コ クモツ
を入れて
𣇃ウス ツ
き精
シラ
げるなり（ 三）
 
松杉等の丸木を用ゐて棟
ムナ
木キ
を支
ササ
へ 柱を受
ウケ
たるものなり（ 一）
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エ ボシ
 
エ リカザリ
 
エ リマ キ
 
エ ン
 
オシイレ
 
オン シツ ロ
 
■カ行
 
カガシ
 
カギ
 
カクシ
 
カケス ズリ
 
烏帽子
 
襟飾
 
襟巻
 
椽
 
押入
 
温室爐
 
 案山子
 
鑰
 
隔子
 
懸硯
 
厚アツ
き紙
カミ
にて造り表面
オモテ
を黒く染
ソ
め白き紐
ヒモ
を附け頭上に被
カブ
るものなり古代礼式
レ イシキ
の時用ゐしものなれども
今は用ゐることなし（ 六）
 
種々の美麗
ビ
レイ
なる絹
キヌ
を以て製り洋服を着るとき頚部
ク
ビ
の飾
カザ
りに用ゐるなり（ 六）
 
柔ヤハ ラカキ
毛ケ
又は綿
ワタ
にて織
ヲ
り冬日寒気を防ぐ為に襟
ヱリ
に巻着
マキツク
るものなり（ 六）
 
板イタ
を以て檐の下に造りすべ て坐敷
ザ
シ
キ又は窗の障子
シヤウジ
の前にあり庭
ニ ハ
より昇降
ノ ボリヲリ
する処なり（ 一）
 
坐敷ザシキ
の隅
スミ
などに設け器物
キブツ
を納
イ
るるに用ゐる處をい ふなり（ 二）
 
洋名ヨウメイ
〔 ス トーフ〕 とい ふ鉃にて造り寒中にハ 火を其中に活發
ヲ
コし室内
イヘ ノ ウチ
に煖を取るに用ゆ多く西洋造りの家
にて之をもちゆ（ 二）
 
 木又は竹を立て之に蓑
ミノ
笠カサ
を被
カブ
せ弓矢を持たせ人の形
カタチ
をなして鳥をおどすものなり（ 三）
 
鏁ジヤウ
と同種
ドウシュ
の金にて製
ツク
り鏁のしめを開
ヒラ
く為
タメ
に用ゐるものなり（ 五）
 
木をほそく四角
シ
カ
クに削
ケヅ
り之をしげく組
ク
み多くは窗或は土間口に建
タテ
置くものなり（ 一）
 
箱を木にて造り隅
スミ
には金物
カナモノ
を打ち上方に硯筆墨水滴等を入置携帯
ケイタイ
に便利
ベ
ン
リなるものなり（ 四）
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カケヤ
 
カサ
 
カス ガヒ
 
ガス トウ
 
カセグル マ
 
カタビラ
 
カツ パ
 
カナヅチ
 
カナドコ
 
カハ ラ
 
榔槌
 
笠
  
瓦斯燈
 
纑車
 
帷子
 
襏襫
 
䤶
 
鐵碪
 
瓦
 
大なる圓木
マ
ル
キを切り之に木の柄を嵌
ハ
め木材を打ち又棟
ムネ
梁ハ リ
等を打込むに用ゐるなり（ 五）
 
竹の皮菅
ス ゲ
等にて造るものなり又獣皮
ジフヒ
にて製し漆
ウルシ
にて其上を塗
ヌ
るもあり
其形種々なり頭に
かぶり雨雪
をしのぎ又太陽の光線
ヒ
カ
リを遮
サヘ ギ
る為にもちゆ（ 六）
 
鉃にて造り両端
リヤウハ シ
を尖
トガ
らして折りすべ て柱桁等の合せ目の開
ヒラ
きしを密着
ミッ チャ ク
する為に打ち置くものなり又
木と木とを連合するに用ゆ（ 五）
 
地下に鉃管
テツクダ
を埋
ウヅ
め之に瓦斯
ガ
ス
の気を充
ミ
たしめ路上処々に装置
シ
カ
ケしたる燈篭
トウラウ
に其気を通じ之に火を点
テン
すれ
ば其気燒
モヘ
て火光明晰
メイセキ
なるものなり（ 八）
 
木にて造り糸を繰返
クリカヘ
すとき巻付るものなり（ 四）
 
麻アサ
をほそく紡
ツ ム
ぎて織り単
ヒト
へ に仕立暑中に着る衣服なり（ 六）
 
多オホ
く羅紗
ラ
シ
ャにて造り雨
アメ
雪ユキ
の日外行するときに着
キ
るものなり（ 六）
 
鉃にて造り木の柄をつ け大工は釘
クギ
などを打ち冶工
カ
ジ
ヤハ 金物
カナモノ
を鍛
キタ
ふるに用ゆるなり（ 五）
 
鉃にて造り金類
カナモノ
を鍛
キタ
ふるとき此上に置き
䤶
を以て擣
ウ
つ 臺
ダイ
なり多くは冶工
カ
ジ
ヤ此物を用ゆ（ 五）
 
土ツ チ
を焼
ヤ
きて製
セイ
し屋根
ヤ
ネ
を葺
フ
くに用ゐるものなり（ 二）
 
カナヅチ
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カベ
 
カマ
 
カマ ス
 
カミイレ
 
カミソ リ
 
カミダナ
 
カミナリヨケ
 
カヤ
 
カラウス
 
カラス キ
 
カン ナ
 
壁
 
鎌
 
蒲簀
 
夾帒
 
剃刀
 
神棚
 
避雷柱
 
蚊幮
 
碓
 
犂
 
鉋
 
泥土ツ
チ
に藁
ワラ
又麻
アサ
などの細切
ス
サ
を混和
コ ンクワ
して人家の外囲
ソ トマ ワリ
を塗
ヌ
り風雪寒暑を防
フセ
ぐものなり（ 二）
 
鎌に二種
フタイロ
あり稲刈
イネカリ
鎌は刃
ハ
薄ウス
く芝刈
シバカリ
鎌は重
カサ
ねあかし共に鉃にて製し木柄をつ けてもちゆ（ 三）
 
筵ムシロ
を二つ に折
ヲ
り両側
レウハ シ
を縄
ナハ
にて縫合
ヌヒアハ
せ穀物等を納
イ
るるにもちゆ（ 三）
 
羅紗其他種々の絹
キヌ
或は皮
カワ
等にて製し金貨
キンクワ
紙幣シ
ヘイ
そのたの日用の小道具書付などを入れ他行のときは
懐中クワイチウ
に入れ持
モ
つ ものなり（ 六）
 
鉃を鍛
キタ
へ て造り毛髪
ケ
を剃
ソ
るに用ゐるものなり（ 四）
 
人家中清潔
セイケツ
なる処に神を祭
マ ツ
る処にして家々に天照
アマ テラス
大オホ
御神ミ
カ
ミを祭
マ ツ
り奉る処等をい ふ（ 二）
 
屋根の上に銅鉃などの光りたる尖
トガリ
柱バシラ
を建て此柱より鉃線を地上に引き若し雷
ライ
火の堕
ヲツ
るときは此柱
の光気に就て来り其
線ハ リガネ
を
傳ツタハ リ
て地上に堕
ヲツ
るゆへ 家屋の災を免るるなり（ 八）
 
麻又は木綿にて踈
アラ
く織
ヲ
り之を四角なる箱の形
カタチ
に縫合せ夏は寝処
ネ
マ
の上に釣
ツ リ
て蚊
カ
を避
サク
るなり（ 六）
 
皿は木又は石にて造り関捩子
カラウスザホ
を足にて踏
フ
み杵
キネ
を上下して穀物を
くにもちゐるものなり（ 三）
 
鉃を以て造り木の柄を嵌
ハ
め牛馬に曳
ヒ
かせ田圃を耕すに用ゐるものなり（ 三）
 
鉃にて造り堅
カタ
木ギ
の臺に嵌
ハ
め板又は木を平直
マツスグ
に削
ケヅ
る為に用ゆる道具なり（ 五）
 
ウスツ
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 カン バン
 
キウデン
 
キネ
 
キリ
 
キン チャ ク
 
クギ
 
クギヌキ
 
クサリ
 
クシ
 
クマ デ
 
招牌
 
宮殿
 
杵
 
錐
 
荷
 
釘
 
千鈞
 
鎖
 
櫛
 
揪笊
 
其形種々
シュ ジュ
あれども多くハ 板にて造り賣品の名又屋号姓名等を記し人の目標
メジルシ
とす（ 二）
 
棟ムネ
并に床
ユ カ
を高
タカ
くし家
イヘ
の前面
階キザハ シ
あり天子或は皇族の居たまふ家をい ふなり（ 一）
 
木にて造り臼
ウス
に入るる所の穀物を擣
ツ
くものなり（ 三）
 
鉃にて造り其形ち釘の如く板木に揉通
モミトホ
す為の道具なり（ 五）
 
多く羅紗にて製し表面
オ
モ
テには金銀其他種々
イロイロ
の色
イロ
糸イト
を以て種々の縫
ヌヒ
模様モ
ヨ
ウをなし此中には神仏の符
マ モリ
を入れ
て児童
コド
モの帯
ヲビ
などに結付
ユヒツク
るものなり（ 六）
 
鉃にて造り一方を尖
トガ
らしすべ て板木等を打着
ウチツケ
るに用ゐるものなり（ 五）
 
鉃にて造り上の口にて釘の頭
カシキ
を挟
ハサ
みて釘を抜
ヌ
くに用ゆ（ 五）
 
金銀アル ミル 等にて製
ツク
り懐
中
クワイチュ ウ
時計ド
ケ
イ等に付るものなり又鉃製の大なるものは蒸気船其他のものを繋
ツ ナ
ぎ留る等に用ゆ（ 五）
 
木又は鼈甲
ベッコウ
象牙ゾ
ウ
ゲ等にて造り蒔画
マ
キ
ヱ等をつ け女の髪飾
カミカザリ
にもちゆ又木製のものは多く毛髪
ケ
を
梳クシケヅ
るに用ゐ
るなり細かに割
ワリ
たる所を歯
ハ
とい ひ其上方の厚
アツ
き所を胸
ムネ
とい ふ（ 四）
 
竹又は鉃にて手
テ
の指
ユ ビ
を開
ヒラ
き曲
マ ゲ
たる形に造り枝葉又は穢物
ゴ
ミ
をかき集むるものなり（ 三）
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ケイキキウ
 
ケタ
 
ケムリダシ
 
ゲン クワン
 
ケン ビキヤウ
 
コ タツ
 
コ テ
 
コ バ
 
コ モ
 
コ リ
 
コ ン パス
 
軽気毬
 
桁
 
煙突
 
玄関
 
顕㣲
鏡
 
巨燵
 
鏝
 
欂
 
薦
 
行李
 
互更針
 
俗ゾク
に之を風船
フウセン
とい ふ竹又は籐
ト
にて造
ツ ク
りたる船の上に布
ヌノ
嚢ブクロ
を装置
シ
カ
ケし之に瓦斯
ガ
ス
の気
キ
を充
ミ
たしめ空中に放
ハナ
ち風に任せ其船中に乗
ノ
る者機関
カラクリ
を攬
トリ
て自在
ジ
ザ
イに飛
ウ
行し下界を測
ハカ
り敵陣を窺
ウカガ
う等に用ふ（ 八）
 
松杉檜等の木を四角に削
ケヅ
り柱と柱との間に架
カ
したる木をい ふなり（ 一）
 
鉄又は瓦
カハ ラ
にて圓筒形
マ ル キツ ツ ナリ
に造り䑓所或
ダ
イ
ド
コロ
は焼火場
ヒ
タ
キ
バの屋根の上に置て煙
ケムリ
を噴
フカ
すものなり（ 一）
 
家の表
ヲモテ
にあり人の出入する処にして客人
キャ クジン
来る時は此処より坐敷
ザ
シ
キへ 案内
アンナイ
する処なり（ 一）
 
種々の水晶鏡
スイショ ウメガネ
を装置
シ
カ
ケし細微
ゴクコ マ カ
の物を見るときは其形数百倍に見ゆるものなり（ 八）
 
木を以て矢倉
ヤ
グ
ラを組み小炉の上に置き蒲團
フ
ト
ンを其上に覆
オホ
ひ火を炉中に入れ寒中には手足を煖
アタタ
むる為に
用ゆるものなり（ 二）
 
鉃にて造り木の柄
ヱ
を嵌
ハ
め土壁
ツチカベ
又竈
カマ ド
等を塗
ヌ
るとき土を塗る為に用ゆる道具なり（ 五）
 
杉スギ
又栗
クリ
などの木を薄
ウス
く割
サ
き屋根
ヤ
ネ
を葺
フ
くに用ゐるものなり（ 二）
 
藁にてあみ両端を剪
キ
らず荒物
アラモノ
を包み穀物
コ クモツ
等を包むに用ゆ（ 三）
 
柳又ハ 竹 造り種々
シュ ジュ
の物を納
イ
るるに用ゆ旅行
リョコウ
等に携
タヅサ
ふる由
ヨリ
て行李の名なりとい ふ（ 二）
 
鉃鎮鍮等にて造り両脚
レウアシ
の先
サキ
を尖
トガ
らし図引にもちゐるものなり（ 四）
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■サ行
 
サイヅチ
 
サイフ
 
ザウリ
 
サジ
 
サシガネ
 
サデ
 
ジテン シヤ
 
ジヤウキシヤ
 
ジヤウキセン
 
 柊
 
財布
 
草履
 
羮匙
 
矩
 
趕網
 
自轉車
 
蒸気車
 
蒸気船
 
 木にて造りすべ て道具などを打
ウチ
込
コ
み又紙などをうつ に用ゆ金類を打には用ゐす（ 五）
 
絹木綿等にて嚢
フクロ
に縫
ヌ
ひ金銭などを納
イ
るるものなり（ 六）
 
藁ワラ
を以て製
ツク
り板の間或は庭
ニハ
土ド
間マ
などを歩行するとき用ゆるものなり（ 六）
 
錫スズ
又陶器
ヤキモノ
の物おほしすべ て食料の汁
シル
物を吸
ス
ふ為に用ゐるものなり（ 七）
 
鉃又は鎮鍮
シンチュ
にて造り尺寸分の目を彫
ホ
り直角
マツカク
又は平面の器物を造り又図画
ヅ
グ
ワを記すにもちゆ（ 四）
 
麻糸を以て編み竹又は木の柄を付け魚類其他水中の物を採
ト
るに用ゆ（ 七）
 
鉃を以て製造
セイゾウ
し人之に跨
マタ
がり足にて車の羽
ハ
を踏
フ
み手に楫
カヂ
をとり自由
ジ
ユウ
に道路を行くなり（ 八）
 
石炭を燒き釜中の水を沸騰
フットウ
せしめ其気勢
キ
セ
イを藉
カリ
て機関
カラクリ
を運転
ウンテン
せしめ数多
ア
マタ
の乗車
ジョ ウシャ
を連続
レンゾク
して鉃道の上
ウヘ
を
行ユ
く車なり其迅速
ハヤ
キなること概ね一時間に国に十里を行くとい ふ（ 八）
 
石炭セキタン
を燒
タ
き釜中の水を沸騰
フットウ
せしめ其気力を以て種々
シュ ジュ
の車輪
シャリン
を運転
ウンテン
し此装置
シ
カ
ケを船室に設け自在
ジ
ザ
イに水上
を駛
ハシ
る船也此船ハ 西洋の発明
ハ ツメイ
にて今我国にても製造す又順風
ジュ ン プウ
には蒸気を用ゐず帆
ホ
にて駛
ハシ
るもあり
（ 八）
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シヤウジ
 
シャ ク
 
シヤシン ケウ
 
シヤモノ
 
シン シ
 
シン ブン シ
 
ジン リキシヤ
 
ス キ
 
ス ミツ ボ
 
ス ミトリ
 
ス リウ
 
障子
 
杓子
 
写眞鏡
 
毛褥
 
簇
 
新聞紙
 
歩輓車
 
鋤
 
墨斗
 
炭斗
 
確
 
細ホソ
き板を組立て之を骨
ホネ
とい ふ骨に紙を張
ハ
り多く家の便宜
ビ
ンギ
の処に立てて風を遮
サヘ ギ
り明
アカリ
をとる（ 二）
 
木にて造り飯
メシ
を盛
モ
り或
アルイ
は汁
シル
などを汲むに用ゆ（ 七）
 
箱の中に水晶の鏡
メガネ
を仕込み此箱の前面に人物或は種々
シュ ジュ
の物を置き此箱の中の鏡に照
テラ
し別に薬を塗
ヌ
り
たる鏡を入れ前面にある物を写
ウツ
し取る器械なり（ 八）
 
洋名〔 ジウタン 〕 とい ふ毛織
ケヲリモノ
にて軽
カロ ク
煖アタタカ
なり多く坐敷
ザ
シ
キの敷ものとす（ 二）
 
竹をほそく削
ケヅ
り両端
レウハ シ
を尖
トガ
らし帛類
キヌルイ
を晒
サラ
すとき乾縮
チ
ジ
マせぬ為
タメ
に用ゐるものなり（ 四）
 
諸官省布告
フ
レ
又は世上の珎事
チ
ン
ジ物價サ
ウ
バ表廣
ヒロ
告メ
社説等を鉛字
クワツジ
にて日々刷
スリ
行ダ
し人の聞見を廣くする有益のもの
なり（ 八）
 
両輪ありて挽夫之
ク
ルマヒキ
を曳き一人又は二人を載
ノ
せ道路を行く車にして明治中我国の発明
ハ ツメイ
なり（ 八）
 
鉃テツ
を以て造
ツク
り木の柄
ヱ
を嵌
ハ
め田圃
デンハ タ
を耕
タガヤ
すに用ゐるものなり（ 三）
 
木にて造り車
クルマ
を仕込
シ
コみ之に糸を巻
マキ
付け其糸を墨斗
スミツボ
の中に通
トホ
し糸端
イトサキ
に小さき錐
キリ
を附け板又は木等の長
きものを平直
タ
ヒ
ラに截
キ
るときは此墨糸にて黒線
クロスチ
を引くに用ゆるものなり（ 五）
 
竹又は籐
ト
或は木にて造り炭
スミ
を納
イ
るる為のものなり（ 七）
 
木にて造り外面
ソトガハ
を竹にて編
ア
み稲の籾
モミ
を摺
ス
り除
ノ
くるに用ゆ（ 三）
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ス リバチ
 
セイウシン
 
セキバン
 
セフレ イフク
 
セン ヌキ
 
ソ クリヤウキ
 
■タ行
 
ダイレ イフク
 
タカドノ
 
擂盆
 
晴雨針
 
石盤
 
小禮服
 
酒鑽
 
測量器
 
 大禮服
 
樓
 
土を焼きて造り内部
ウチガハ
に繊絡
ホソ キスヂ
を刻
キザ
み擂木
スリコ ギ
を以て食物を粉砕
フンサイ
（ コ ナス ） するものなり擂木は木にて造り擂
盆の中に入るるものを擂
ス
る棒なり（ 七）
 
外囲は銅又は鎮鍮
シンチウ
等にて造り中に種々の機関
カラクリ
を設
モフ
け又玻璃管
ビードロ クダ
に水銀を充たし此水銀気候
キ
コウ
の変化
ヘ ンクワ
に従
て昇降
ノ ボリヲリ
し前面の針を動かす故に風雨晴などの機を前に示す為のものなり（ 八）
 
石を平らに薄
ウス
く切り木の縁
フチ
をつ け洋算
ヨウザン
又は書画
ショ グワ
等を記すものなり石筆は柔質
ヤハ ラカ
の石にて造り之を用ゐ
て石盤に書くものなり（ 四）
 
黒羅紗ク
ロラ
シャ
にて造り祭式日には官民ともに用ゆるなり（ 六）
 
鉃テツ
にて造り尖頭
サ
キ
を螺旋
ネ
ヂ
らし木の柄
ヱ
を嵌
ハ
め酒壜
ト
ク
リの塞子
ク
チ
を抜
ヌ
くに用ゆ（ 七）
 
木の臺の上に鏡
メガネ
を装置し是より前方の目標
メ
ア
テを望みて道路の里程田圃の丁数等を量
ハカ
り知るものなり此
鏡の傍には度数等を刻したる種々の器械あり（ 八）
 
 羅紗ラ
シ
ャを以て造り金銀或は（ モール ） にて胸襟袖
ムネエリソデ
等に飾
カザリ
を縫
ヌ
ひ付け祭日式日等には官員の礼服とせり飾
りは等級
トウキウ
によりて多少の差
サ
あるなり又袴の色は勅奏判任皆異
コト
なり（ 六）
 
家の上
ウヘ
に又一坐
ザ
あり高
タカ
くして遠
トホ
く見
ミ
ゆる家をい ふ凡
スベ
て二階
ニカ
イ三階サンガイ
等の家造なり（ 一）
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タタミ
 
タタラ
 
タビ
 
タフ
 
タル キ
 
チキウギ
 
チギリ
 
ヂヤウ
 
チリハ ラヒ
 
ヅキン
 
ツ ヅラ
 
疉
 
踏韛
 
足套
 
塔
 
 
榱
 
地球儀
 
榺
 
鏁
 
拂塵子
 
頭巾
 
葛籠
 
藺ヰ
を編
ア
みて表
オモテ
となし藁
ワラ
を以て床
トコ
を造り之を縫合
ヌヒアハ
せて人家の敷物
シキモノ
となすものなり（ 二）
 
石又は煉化石
レングワセキ
を積立て足にて踏板
フミイタ
を踏
フ
みその気を以て火を活発
ヲ
コしすべ て堅質
カ
タ
キの金類或は多量の金類
を鎔
トカ
すに用ゆるものなり（ 五）
 
白黒の二種あり木綿にて縫ひ寒中には足に覆
オホ
ふものなり又我国の俗にては儀式
ギ
シ
キの時には寒暑に拘
カカ
はら
ず足套を用ゐたり（ 六）
 
多オホ
くは寺
テラ
の境内
ケイダイ
にあり檐
ノキ
を幾層
イクゾウ
にも重ねて高くのぼり遠く見ゆるものなり（ 一）
 
木をほそく四角
シ
カ
クに削
ケヅ
り桁
ケタ
より桁に架し天井板等を打
ウ
ち着
ツ
くる木をい ふ（ 一）
 
圓マロ
き形の物を造り其表面に地球上の水陸或は國疆
コ クケウ
等を記し又経緯
タテヨコ
の線を引き度数を示し地球運轉の
理を説明す為に用ゆるものなり（ 八）
 
木にて造り織
ヲ
るべ き糸を巻付置之を機架
ハ
タ
の後方
ウ
シ
ロにかけ織るに随て糸を送
ヲク
り出す為のものなり（ 四）
 
真鍮シンチュ
銅鉄等にて造
ツク
り扉
トビラ
又は箱
ハコ
などのしまりに用ゆるなり（ 五）
 
鳥トり
毛ゲ
或は紙片
カミキレ
を束
ツガ
ね竹又は木の柄を結
ユヒ
付ツ
け器物又は坐敷等の塵汚
チ
リ
をはらふに用ゆ（ 七）
 
羅紗ラ
シ
ャ又は絹等にて製し頭に被
カブ
り首をおほふものなり多くは寒中病中などにもちゆ（ 六）
 
多く竹を以て編
ア
み上面
ウハ ツラ
に紙を張り漆
ウルシ
を塗
ヌ
り衣服等を納
イ
れ携帯
ケイタイ
に便なるものなり（ 二）
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ツ ム
 
ツ リ
 
デウギ
 
テオノ
 
テツ ダウ
 
テラ
 
デン シン キ
 
テン ゼウ
 
テン モン ダイ
 
ト
 
紡錘
 
釣
 
定規
 
釿
 
鐵道
 
寺
 
電信機
 
天井
 
天文臺
 
戸
 
鉃の細長
ホソナガ
き針
ハリ
を造り之を糸車にしかけ車を回
マハ
して糸を巻付
マキツク
るなり（ 四）
 
鉃鈎テツバリ
に餌
エバ
を刺
サ
し細き糸にて釣竿
ツリザホ
に結付け水中に投じて河海の魚を釣
ツ
るなり（ 七）
 
樫カシ
又は槻
ケヤキ
等の堅
カタ
木ギ
を以て平直
マツスグ
に造り物を截
タ
つ とき之を標準
メ
ア
テとして切
キ
るものなり（ 四）
 
鉃にて造り木の柄
ヱ
を嵌
ハ
め板又は木材等の荒
アラ
削ケヅリ
りをするに用ゆ（ 五）
 
平直マツスグ
なる道に並行
ニホ
ンの鉄軌
テツミチ
を連続し蒸気車を通行せしむるものなり鉄道中便宜の処に停車場
ステイション
あり乗客
ノリ
テ
昇降する処なり（ 八）
 
市街にもあり又山間にもあり多くは山に傍
ソヒ
て造
ツク
れり凡て仏像
ブツゾウ
を祭
マツ
り葬式
サウシキ
を行ふ処なり又境内
マタケイダイ
にも墓
ハカ
所ショ
あり（ 一）
 
越ヱ
歴レキ
の装置
シ
カ
ケを以て銅線
ハ リガネ
を遠く連
レン
架カ
し之に其気を通ずれば瞬
間
マ タタクヒマ
に其事由
コ トガラ
を千百里の遠きに達
タッ
す（ 八）
座の上の榱
タル キ
に板を打ちつ け或は紙を張
ハ
り或は石灰
シッ クイ
にて塗
ヌ
るもあり屋根
ヤ
ネ
裏ウラ
の塵
チり
を防
フセ
ぎ又洋燈
ラ
ン
プを釣
ツ
る処
なり（ 一）
 
地上に高き木の臺を築き是に大なる望遠鏡を装置し之より天を望みて日月星 形象
ケイシャ ウ
等を見るものな
り（ 八）
 
板を以て造り人家の出入口に建
タテ
置ヲ
き開閉
アケタテ
自在ジ
ザ
イならしむ多くは昼
ヒル
開ヒラキ
て夜
ヨル
閉ト
づるなり（ 二）
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 トイシ
 
トウアミ
 
トウグハ
 
トウミ
 
トウメウダイ
 
トウメガネ
 
トウロ
 
ドゾウ
 
トダナ
 
礪
 
投網
 
唐鍬
 
風扇車
 
燈明台
 
望遠鏡
 
燈籠
 
土蔵
 
戸棚
 
種類シュ ルイ
数多ア
マタ
あり通例用ゐるものは荒砥
ア
ラ
ト青砥ア
ヲ
ト天草アマクサ
名倉ナ
グ
ラ等なり（ 五）
 
麻アサ
或は蚕
キヌ
の糸にて編み周辺
マワ
リに鉛
ナマ リ
又は石の重
ヲモ
りを結付け糸は渋
シブ
を以て染
ソ
め魚を捕
ト
るに用ゆ（ 七）
 
鉃にて造り木の柄
ヱ
を嵌
ハ
め土をほるに用ゆるなり（ 三）
 
木にて箱を造り車をつ け此車
クルマ
扇ノハ
にて糠
ヌカ
と穀
コ ク
とを分簸
ヒ
ワ
ケするものなり（ 三）
 
海岸カイガン
又は島嶼
トウショ
の上に高く臺
ダイ
を築
キヅ
き夜間其上に燈火
トウクワ
を点
テン
じ海上通船の目標
メジルシ
となすものなり（ 八）
 
管クワン
中チュ ウ
に数箇の水晶鏡
スイショウ
を嵌
ハ
め之より遠方を望めば其物体明了に見ゆるものなり凡て鏡管は伸縮
ノ ビチヂミ
自由
なるものに作るなり（ 八）
 
其形種々あり玻璃
ビードロ
を用ゐて造り燈火を其中に点じ坐敷又は椽側
エンガハ
などを照
テラ
すに用ゆ又石或ハ 木にて作
れるものは道路
ミ
チ
或は庭砌
ニ
ハ
を照らすに用ゆ（ 二）
 
四方シ
ハウ
の壁
カベ
は土にて塗
ヌ
り其
ソ
上ウエ
に石灰
シツクイ
をつ け明
アカリ
窗マド
を設け入口を鎖
サ
鑰ヤク
を堅
ケン
固ゴ
にしすべ て宝物
ホウモツ
あるひは種々
シュ ジュ
の所有物を入置火難盗難を防
フセ
ぐ為のものなり（ 一）
 
木にて造り前面
マ
ヘに戸を入れ坐敷に置くものは書冊其他の器物を入れ臺所に置くものは膳椀
ゼンワン
等を入れ
置くものなり（ 七）
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トビラ
 
ドヘ ウ
 
■ナ行
 
ナガグツ
 
ナガモチ
 
ナハ
 
ナル コ
 
ニ クサシ
 
ニ グル マ
 
ニ ナヒオケ
 
ネズミトリ
 
扉
 
土豚
 
 長靴
 
長持
 
縄
 
鳴子
 
叉手
 
荷車
 
擔桶
 
棝
 
板にて造り鉃
テツ
又は
銅アカガネ
の飾
カザ
り金物
カナモノ
をうちて左右にひらく戸なり多く神社仏閣の入口又は城門大門等
に用ゐたるものなり（ 一）
 
俵の中 土石砂等を入れ川岸
カハ ギシ
など土の崩
クヅ
れ易き処を防ぎ又戦地にては胸壁
タマヨケ
に用ゆ（ 三）
 
 通常ナ
ミ
の靴
クツ
より踏込
フミコミ
長くして膝骨
ヒザボネ
の下まで入れ凡て雨雪の日外行するに用ゆ（ 六）
 
木にて造
ツク
れる大なる箱
ハコ
にて衣類
イ
ル
イ器物キ
ブ
ツ等を納
イ
るる為に用ゆるなり（ 二）
 
藁ワラ
を以て長く綯
ナ
ひ種々のものを束
ツガ
ね其他百般
イロイロ
の用に供す（ 五）
 
竹を短
ミヂカ
く切り之を数
カズ
多く板に結
ユヒ
付ツ
け田圃
デンハ タ
の上に張置き鳥雀等の蒔種
マキダネ
又は穀物を食ふときは之を引
ヒ
き鳴
ナラ
して追ひ逃
ニガ
す為のものなり（ 三）
 
多く白銅にて造れり禽獣魚肉等を刺
サ
して食ふ為のもの但し西洋の料理
レ
ウ
リに供ふ（ 七）
 
両輪リヤウワ
ありて上の荷物
ニモ
ツ其他種々の物品を載
ノ
せ運
ウン
送ソウ
するものにて人の力を以て推し行くなり（ 八）
 
板を丸く組
ク
み竹輪
タ
ガ
を嵌
ハ
め両方の角に縄を通し棒
ボウ
にて擔
カツ
ぎ水などを運ぶに用ゆ（ 三）
 
鉃
線
テツハ リガネ
或は
銅アカガネ
線ハ リガネ
にて編
ア
み内に機関
カラクリ
をしかけ鼠を擒
トラ
ゆるに用ゆ（ 七）
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ノ キ
 
ノ コ ギリ
 
ノ ミ
 
ノ レ ン
 
■ハ 行
 
ハ カリ
 
ハ シ
 
ハ シゴ
 
ハ シフネ
 
バシヤ
 
ハ シラ
 
檐
 
鋸
 
鑿
 
簷帷
 
 秤
 
箸
 
階子
 
端舟
 
馬車
 
柱
 
屋根ヤ
ネ
のすへ の終
ヲハ
る処にして雨滴
アマダレ
の落
ヲツ
る処をい ふなり（ 一）
 
鉃テツ
を薄
ウス
く展
ノ
べ鑢
ヤスリ
を以て歯
ハ
を刻
キザ
み木の柄
ヱ
を嵌
ハ
め木材又板などを截
キ
る為に用ゐる道具なり（ 五）
 
鉃テツ
にて造
ツク
り頭に刃
ハ
を設
モフ
けて先
サ
きに衝
ツ
き切るものなり多く木材などに穴を鑿
ホ
るに用ゆ（ 五）
 
商家シャウカ
などの表口にかけ屋号
ヤ
ゴ
ウ姓名セイメイ
等を記し目標
メジルシ
にするものなり多くは木綿
モ
メ
ンを染貫
ソメヌキ
て作るものなり（ 二）
 棹サヲ
は木又は象牙
ゾ
ウ
ゲ等にて製し目方の標点
シ
ル
シを施し一方に金の皿
サラ
を釣
ツ
り一方には金類
カネルイ
の錘
ヲモリ
を附け凡て量
ハカ
る
べ き物を此皿
サラ
にのせ把手
ト
ッテ
の糸を持て物の軽重を秤
ハカ
り定むるものなり（ 四）
 
金銀木竹又は象牙
ゾ
ウ
げ等にて造り食物を夾
ハサ
み食ふ為のものなり（ 七）
 
木を以て造り一階一階
イチダンイチダン
に高くなり宮殿楼閣などの昇降
ノ ボリヲリ
の処に用ゐる踏段
フミダン
なり又梯子
ハシ
ゴは階より手軽に
して便宜の処に持行き之をつ けて昇降するを得
ウ
るものなり（ 二）
 
巨船オホブネ
に附属
フ
ゾ
クしたる小船なり上陸或は運艚
ウンソウ
等のときは櫂
カヒ
又は櫓
ロ
にて盪
コ
ぎ往来に便するなり（ 八）
 
一匹イッ ピキ
乃至四匹の馬に曳
ヒ
かせ車中に人を載
ノ
せて道路を行く車なり（ 八）
 
多くは松
マツ
杉スギ
檜ヒノ キ
等の木を四角に削
ケヅ
り家の骨
ホネ
となり梁桁
ハ リゲタ
等を支
ササ
ゆるものなり（ 一）
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ハ タ
 
ハ ハ キ
 
ハ リ
 
ハ リバコ
 
ヒ
 
ビードロ カガミ
 
ヒウチダウグ
 
ヒサシ
 
ヒタタレ
 
ヒノ シ
 
ヒバシ
 
機
 
箒
 
針
 
針箱
 
杼
 
玻璃鏡
 
燧具
 
庇
 
直垂
 
鈷鉧
 
火鉗
 
木キ
にて造
ツク
り種々
シュ ジュ
の装置
シ
カ
ケありて絹
キヌ
或は木
モ
綿メン
を織
ヲ
る道具なり（ 四）
 
竹枝或は黍穂を以て造りたるものは多く土
ド
間マ
庭ニワ
などを掃くに用ゐ藁
ワラ
或は棕
シュ
櫚ロ
毛ゲ
を以て造りたるもの
は竹の柄を附け坐敷
ザ
シ
キを掃くに用ゆ（ 七）
 
鉃テツ
にて造
ツク
り一方を尖
トガ
らし一方に小
チイ
さなる孔
アナ
をあけ之に糸をとほし衣服等を縫
ヌ
ふものなり（ 四）
 
木にて造
ツク
り抽斗
ヒキダシ
をつ け裁縫
タチヌヒ
の道具を入れ箱の上に綿
ワタ
又は毛を入れたる針指
ハ リサシ
を付るなり（ 四）
 
木にて造り中に穴
アナ
を穿
ウガ
ち其間に巻糸
マキイト
を入れ織物をするとき緯糸
ヌキイト
を入るるに用ゐるものなり（ 四）
 
大なる玻璃の裏
ウラ
に水銀
ミズカネ
を塗
ヌ
り縁
フチ
は木にて製
ツク
り金或は銀色に塗りすべ て身体を映写
ウ
ツ
し見る為に柱或は
鏡架カガミタテ
にかけ置くものなり（ 八）
 
燧ヒウチ
金ガネ
は鉃にて造り之を以て燧
ヒウチ
石イシ
に軋
ウチ
摩アハ
し火
ホクチ
綿ワタ
を持そへ て火を出す道具なり（ 七）
 
檐ノキ
の先
サキ
に又板を用ゐて葺
フキ
出し多くは窗
マド
の上にありて雨雪を支
ササ
ゆる為のものなり（ 一）
 
多くは精好
セイガウ
を以て造り古製の礼服
レイフク
にして位階に因り其色或は紋等の差
タガ
ひあるものなりしが今代は用
ゐることなし（ 六）
 
銅又鎮鍮
シンチユ
にて造り木の柄
ヱ
を嵌
ハ
め火を入れ帛類
キヌルイ
の皺
シワ
を伸
ノバ
す為
タメ
のものなり（ 四）
 
鎮鍮シンチウ
銅鉃の類にて造り火を挟
ハサ
むに用ゆるものなり（ 七）
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 ヒバチ
 
ヒフキダケ
 
フイゴ
 
フクサ
 
フス マ
 
ブツ ダン
 
フミグル マ
 
 
フロ オケ
 
フロ シキ
 
ブン チン
 
火爐
 
吹火筒
 
槖籥
 
 
紙障
 
仏壇
 
龍骨車
 
風呂桶
 
袱
 
文鎮
 
木にて造り中に銅炉を入れ其中に灰と火を入れ湯を沸
ワカ
し食物を煮
ニ
手を煊
アブ
る等に用ゆ（ 七）
 
竹にて造り後
アト
の節
フシ
に小
チイ
さき穴をあけ火を吹く為に用ゆ（ 七）
 
木にて造り把手
ト
ッテ
を出入すれば箱
ハコ
の前後
アトサキ
の穴
アナ
より空気
ク
ウ
キを吹
フ
き火を活発
ヲ
コすに用ゆる道具なり多くは冶工
カ
ジ
ヤ
鋳懸師イ
カ
ケ
シなど之を用ゆ（ 五）
 
単ヒトヘ
に造るもあり又裏絹
ウラギヌ
を着
ツク
るもあり凡て良き絹にて製し衣服物器
ウ
ツ
ワを包
ツツ
むにもちゆ（ 六）
 
障子の如き骨を紙にて両面を張
ハ
り多くハ 坐敷
ザ
シ
キとの間に立てて彼是相見へ ざるために用ゐるものなり
（ 二）
 
家々祖先
ソ
セ
ンを祭
マツ
る棚
タナ
にて先祖代々の位牌
イ
ハイ
を安置
ア
ン
チする処なり今
イマ
我国の俗多く之を用ゆ（ 二）
 
木にて造り車をしかけ水中に置き足にて踏
フ
み回
マハ
し溝
ミゾ
等の水を田圃
タ
ハタ
へ 送
ヲク
る為のものなり（ 三）
 
板を合せて囲
カコ ヒ
となし竹輪
タケノワ
或は銅輪
アカガネワ
を以て束
ツガ
ね鉄又は銅の釜
カマ
を
傍カタハ ラ
に設けて火を其中に焚
タ
き水を温
アタタ
めて身体を清浄にするに用ゆ其形種々あり（ 二）
 
絹又は木綿
モ
メ
ンにて製し種々の花紋
モ
ヤ
ウを記し物を包
ツツ
み携帯
ケイタイ
するに用ゆるものなり（ 六）
 
石又は金類
カネルイ
にて造り机上
ツ クヘ ノ ウヘ
の紙などを押
ヲサ
へ 置くものにして其形種々
シュ ジュ
あり（ 四）
 
上田女子短期大学紀要第三十九号 
⑳ 
 
ブン マ ハ シ
 
ヘ イ
 
ベ ウブ
 
ボタン
 
ホマ ヒセン
 
ポン プ
 
■マ 行
 
マ クラ
 
マ ド
 
マ ナイタ
 
規
 
塀
 
屏風
 
扣鈕
 
帆舞船
 
喞筒
 
 枕
 
窗
 
肉几
 
鎮鍮シンチユ
又は竹にて造り両脚
レウアシ
の一方を尖
トガ
らし一方に墨水
ス
ミ
を含
フク
ませ圓径
マ
ル
の図
ズ
を画
エガ
くにもちゆるなり（ 四）
 
石を積
ツミ
上ア
げ其上
ウヘ
を瓦と土にて積
ツ
み屋敷
ヤ
シ
キの四方の囲
カコ ヒ
となすものなり又板を用ゐて造
ツク
るもあり（ 一）
 
紙障フ
ス
マのごとく木を組みて骨
ホネ
とし紙を張り屈
テフ
膝ツガヒ
を施して曲
ヲリ
折マ ガリ
を得せしむ家中便宜の所に用ゆ屏風に二
曲六折八幅等のものあり（ 二）
 
銅アカガネ
又は種々
シュ ジュ
の金
カネ
にて造り種々の花紋等を彫
ホ
り付け礼服或は通常の洋服の胸部
ム
ネ
を閉ぢ又飾等に用ゐ
るものなり其他玉材貝殻
カイガラ
等にて造れるもあり（ 六）
 
蒸気の装置
シ
カ
ケなく只順風に帆をひらき水上を駛
ハス
るなり其船形は蒸気船に似たり然れども二
フタツ
檣ホバシラ
或は
三ミツノ
檣ホバシラ
の船なり（ 八）
 
皮カハ
の長き嚢
フクロ
を作り其一方を木製の大なる箱に通し此箱に水を入れ機械
キ
カ
イを推
ヲ
して其水を嚢
フクロ
より思ふ
処に迸出
ハ ウシュ ツ
し凡て火災を鎮
シヅ
め或は甲板
カンパン
道路ド
ウ
ロ等を洗ふに用ゆ（ 八）
 
 木の臺の上にそばがら又は籾
モミ
などを入れたる袋を結付け頭を載
ノ
するものなり又臺なくして大なる袋
のみを用ゆるもあり（ 六）
 
家の外面にて戸
ト
又は障子
シャウジ
を設
モフ
けて凡て明
アカリ
を取り空気
ク
ウ
キを通
カヨ
はし又外方を眺望
テウボウ
する処なり（ 一）
 
木にて造り肉
ニク
類菜
サイ
類を載
ノ
せて切
キ
るときの臺になすものなり（ 七）
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マ ン ガ
 
マ ン リキ
 
ミ
 
ミス
 
ミズイレ
 
ミヅガメ
 
ミヅグル マ
 
ミノ
 
ムシロ
 
ムネ
 
ムマ ヤ
 
 
秒把
 
萬力
 
箕
 
簾
 
水滴
 
水瓶
 
水車
 
蓑
 
筵
 
棟
 
厩
 
木
に鉃
シ
の疎
マ バラ
なる歯
ハ
を嵌
ハ
め秩を挿む期
トキ
に先
サキ
だち之を牛馬に曳
ヒ
かせ田土
タノツチ
を混和
マ
ゼ
ルするにもちゆ（ 三）
 
鉃にて造り螺旋
ネ
ヂ
を回
マワ
し上方 開閉してすべ て細工すべ きものを夾
ハサ
み螺旋にて動かざるやうにしめつ け
るものなり（ 五）
 
細ホソ
く割
ワ
たる竹
タけ
片藤
ト
蔓ツル
にて編み穀物の糠
ヌカ
を簸
ヒ
揚ヨウ
するに用ゐるなり（ 三）
 
竹タケ
を細
ホソ
く割
ワ
り之を糸
イト
にて編
ア
み家の内外の際
アハ ヒ
に垂
タ
れ人
ヒト
の
覘ウカガヒ
見ミ
るを遮
サヘ ギ
る為のものなり（ 二）
 
金類カナルイ
或は陶器類
ヤキモノルイ
にて造り硯へ 入るる水を貯
タクワ
へ 置くものにして其形種々あり（ 四）
 
土を焼
ヤ
きて造
ツク
り水を入れ置くものなり（ 七）
 
大なる木製の車を河中
カハ ナカ
に装置
シ
カ
ケし水の流るるに従て車輪を轉じ其車軸を一方に通じ碓
ウス
を
かせ或は
種々の製作の機関
カラクリ
を運轉せしむる等の用になすなり（ 八）
 
藁或は棕櫚
シ
ュロ
毛ケ
などを以て造り雨雪の日着
キ
るものなり多くは農家
ノウ
カは之をもちゆ（ 六）
 
藁ワら
にて細
コマ
かに織
ヲ
り両端
レウハ シ
をあみつ け穀物其他の物をさらし或は包
ツツ
むに用ゆるものなり（ 三）
 
屋根の頂上
テウジャ ウ
にして瓦を積上
ツミアゲ
たる処又梁
ハリ
の上に横
ヨコ タハ
りたる大木をい ふなり（ 一）
 
屋根ヤ
ネ
と壁
カべ
のみにして床
ユカ
を造らず此処に馬を繋
ツナ
ぎ置秣
マ グサ
を食
クラ
はす処をい ふ（ 一）
 
ワ
 ク
 
ツ
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モツ コ
 
モノ サシ
 
モミフル ヒ
 
モン
 
■ヤ行
 
ヤゲン
 
ヤシロ
 
ヤス リ
 
ヤナ
 
ヨツ デアミ
 
■ラ行
 
ラウカ
 
畚
 
裁尺
 
籾篩
 
門
 
 薬研
 
社
 
鑢
 
簗
 
提罾
 
 廊下
 
縄にて網
アミ
の目の如く編
ア
み両方に長き紐
ヒモ
をつ け土砂塵汚物
ゴ
ミ
などを盛
モ
り擔
ニナ
ひ運
ハコ
ぶものなり（ 三）
 
竹にて造り寸分
ス
ン
ブの目
メ
を彫
ホ
り帛類
キヌルイ
を裁
タ
つ とき寸法
スンパウ
を量
ハカ
るものなり（ 四）
 
金網カナアミ
を以て竹と棕櫚
シ
ュロ
毛ゲ
にて編
ア
みたる圓輪
マルキワ
の底
ソコ
となし籾と米とを篩
フル
ひ分るものなり（ 三）
 
凡スべ
て玄関
ゲンカン
又は家の入口の前面にあり昼
ヒル
は開
ヒラ
き夜
ヨル
は閉
ト
ぢ人の出入する処をい ふなり（ 一）
 
 鉃にて造り多くは薬剤
ヤクザイ
等の物を粉末
コ
ナ
にする道具なり（ 五）
 
市街シ
カ
イ又は山間
サンカン
にあり凡
スべ
て神体
シンタイ
を安置
ア
ン
チして祭
マツ
る処をい ふ（ 一）
 
鉃にて造りすべ て金物を擦
ス
り又は
鋸ノ コ ギリ
の刃
ハ
を尖
トガ
らす等の道具なり（ 五）
 
竹を簾
ミス
の如くに編
ア
み之を河瀬
カ
ハセ
の間に装置
シ
カ
ケし河魚の流れ来りて此簗
ヤナ
に罹
カカ
るを擒
トラユ
る為のものなり（ 七）
 
麻糸にて四角に編
ア
み四隅
ヨ
ス
ミに竹を付け此竹を中央に束ねて竹又は木の柄に結付け此罾
アミ
を水中に沈め置
河中の魚を引上げ擒
ト
るものなり（ 七）
 
 家と家との離隔
リ
カ
クしたる間に造り彼方
カ
ナ
タより此方
コナ
タへ 容易
タ
ヤ
スく通行
ツウカウ
する為
タメ
の処なり（ 一）
 
ハガネ
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ラン カン
 
ラン プ
 
レ ン グワシツ
 
ロ クロ
 
■ワ行
 
ワク
 
ワサビヲロ シ
 
ワタイレ
 
ワタクリ
 
ワラジ
 
ヲサ
 
欄干
 
洋燈
 
煉化室
 
轆轤
 
 
 
薑擦
 
温袍
 
攪車
 
草鞋
 
筬
 
木にて造り楼上の椽側
エンガハ
および橋梁
ハ
シ
の危険なる所を遮
サヘ ギ
るに用ゐるものなり（ 二）
 
玻璃ビードロ
と金
カネ
にて造り石
セキ
炭タン
油ユ
を注ぎて火を点じ家室を照らすに用ゆ近来繁花
ハ ンクワ
の地にても家ごとに用ゐざ
る処なし（ 二）
 
煉化石レングワセキ
を以て築
キヅ
き玻璃
ガ
ラ
ス窗マド
を設
マフ
けて清潔
セイケツ
に造る家なり又石
イシ
を用ゐて造るもあり西洋各国
カクコ ク
は皆
ミナ
この建築
ケンチク
なり（ 一）
 
木にて造り麻
アサ
又は皮
カハ
の紐
ヒモ
を軸木
シ
ン
ギに巻付け此軸木の一方に削
ケヅ
るべ き木材を打
ウチ
着ツ
け紐
ヒモ
を引けば軸木回旋
クワケセン
するゆへ 削刀
キレモノ
を用ゐて圓き器物を細工する道具なり（ 五）
 
 木にて造り糸を巻付
マキツケ
置ヲ
くものなり（ 四）
 
銅アカガネ
又は陶器
ヤキモノ
にて造り薑
セウガ
大根等の野菜
ヤ
サ
イを擦
ヲロ
すに用ゆ（ 七）
 
冬服なり表
オモテ
の絹
キヌ
と裏
ウラ
の絹との間に綿を入れ身体
シンタイ
を温暖
ア
タ
カならしむる為の衣服
イ
フ
クなり（ 六）
 
木にて造り二ツ の丸木を密接
クツツケ
し之を一方より回
マハ
し綿絮
ワタバナ
を放
ハナ
し綿実
ワタノミ
を繰
クリ
出す為のものなり（ 四）
 
藁を以て製り踵
カカト
の処に紐
ヒモ
を設け山行あるひは遠行等のときに紐にて足に結
ユヒ
付ヅ
け歩行すれば甚だ軽便
ケイベン
なるものなり（ 六）
 
竹を薄
ウス
く細
コ マ カ
に削
ケヅ
り之をしげく組み機
ハタ
を織るとき之に経糸
タテイト
をとほして緯糸
ヌキイト
を打
ウチ
入イ
るるものなり（ 四）
 
